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　「よはかり」は、新見市哲西町大野部で行われる豊作を占う行事です。この行事がいつの時

代から始まったかはわかっていませんが、昔から毎年旧暦３月３日高野の三穂明神社の春祭

りと一緒に行われています。行事の内容は、前年の春祭りに甕の中に水と白米一握りを入れ、

半紙で甕の口に石の蓋をして土の中に埋めておき、それを翌年の祭りに取り出し、甕の中の

水の状態によって、その年の豊作を占うものです。

　「世の中の様子を推測する」ことから「世量り」の名前が付けられています。現在は、４月

の第１日曜日に行われています。

関係のある場所
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